
 

 

令和６年度新潟県立図書館運営基本方針 重点目標 に係る意見 

 

 

１ 地域社会への貢献 全体（今後の取組を含む。）への意見 

・目標が達成されており概ね良い評価。 

・全体に異存なし。 

 

２ 県内図書館への貢献 全体（今後の取組を含む。）への意見 

・目標が達成されており概ね良い評価。 

・全体に異存なし。 

・学校司書は一人職場であるので、学校内では図書館内の問題について相談できる人がいない職場であると

推測されます。こむすびルームの空いている時間などを利用して小・中も含め、学校図書館司書の情報交

換の場所にできないでしょうか。「新潟県こども読書推進計画」も決まったことですし、ぜひ司書教諭に

ついても大切にしていただきたいと思います。 

・市町村図書館と連携して県民全体への読書推進事業を増やしてほしい。 

・県立図書館の役割をもっと発信してほしい。 

 

３ 県民の生涯にわたる学びへの貢献 全体（今後の取組を含む。）への意見 

・引き続き、図書館近くまでの公共交通機関についてお願いいたします。 

・移動困難者が図書を利用しやすい「相互貸借」の方法などを広くアピールしていただきたいです。 

・県立図書館 ⇔ 市立図書館 は、知らない人が多いと思います。 

・読書の場だけでなく、情報センターとしても活用法を県民へ指導してほしい。 

・新潟県立図書館ならではの読書推進を期待する。 

・新潟市だけでなく新潟県各地で学びへの貢献になるような事業を求む。 

 

新潟県立図書館運営全体に対する意見 

 

・いずれ建て替えの時期が来ると思いますが、アクセス向上やコンパクトシティの観点から、市中心部の県

有地等への移転等も検討していただければと思います。 

・皆さんお忙しい中、評価疲れにならないよう、もう少し手続きや項目を簡素してもよいのではないかと思

います。たとえば、3月の協議会で意見はすでに述べましたので、書面による意見提出は不要に思います。 

・近年、カフェ併設が充実している図書館が多い。また、図書館でタブー視されていた飲食の持ち込みも一

部可能になっている図書館もある。貴館も充実について検討を進めていただきたい。 

・「こむすびルーム」が、軌道に乗りますように応援しています。 

・皆さまのご意見を伺い、大変勉強になっております。参加するにつけ、図書館の皆さまのご苦労を県庁の

方や、県民の方々に何とか知っていただきたい気持ちになります。 

・お疲れ様です。目標にむかって日々取り組まれていらっしゃることが伝わります。 

・協議会での委員の意見を考慮して、自己評価案を修正して頂いたことを嬉しく感じました。 



 

 

・どうしても毎年同じような取り組みが目立ちますが、単年開催でも数年に渡っての開催でもいいので何か

新しい図書館活用の提案を県立図書館から行ってほしいです。どの世代に対しても、これからの図書館を

考える時期にあると思います。いつまでも、今までのような図書館が必要なのか？存続するためにはどう

したらよいのか？ 多くの県民と考えて、県予算を獲得してほしいです。 

・子ども読書に関して、学校地域が一丸となって進めていかなければならない時期だと思います。子ども読

書に特化した施策や専門員の配置等を考えて頂きたいです。 

 

 

委員長によるまとめ 
  

「地域社会への貢献」や「県内図書館への貢献」の目標値は概ね達成されており、図書館職員の方々の日々

の努力と研鑽が窺えます。図書館職員の方々の情熱と献身の賜物であり、深く敬意を表します。 

にもかかわらず、「県民の生涯にわたる学びへの貢献」の項目でC・D・Eの評価が散見されるのは、図書

館職員だけの努力では限界があることを示しており、資料費の削減による影響が大きいと考えます。 

特に入館者数・個人貸出冊数・電子書籍閲覧数・児童書等貸出し冊数は、資料費の如何に直結しており、

こうした数値の改善には、資料費の増額が必須と考えます。 

また、入館者数の目標値については、複数の委員から目標値の再考の意見が出ており、次年度以降の目標

値の設定については、慎重に検討をしていただきたい。 


